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2050年カーボンニュートラルに係る国内の動向

 2020年10月26日、第203回臨時国会において、菅総理より 「2050年カーボンニュートラル、脱
炭素社会の実現を目指す」ことが宣言された。

分野 内容

自動車・蓄電
池産業

 2050年の自動車のライフサイクル全体でのカーボンニュートラル化を目指すとともに、
蓄電池産業の競争力強化を図る。

①電動化の推進・車の使い方の変革
遅くとも2030年代半ばまでに、乗用車新車販売で電動車100％を実現できるよう包括的
な措置を講じる。商用車についても、乗用車に準じて2021年夏までに検討を進める。
(a)電動車・インフラの導入拡大
(b)電池・燃料電池・モータ等の電動車関連技術・サプライチェーン・バリューチェーン強化
(c)車の使い方の変革

②燃料のカーボンニュートラル化
③蓄電池

資源循環関
連産業

 リデュース、リユース、リサイクル、リニューアブルについては、法律や計画整備により技術開
発・社会実装を後押ししている。廃棄物発電・熱利用、バイオガス利用については、既に
商用フェーズに入っており普及や高度化が進んでいる。今後、これらの取組について、
「国・地方脱炭素実現会議」等における議論を踏まえつつ、技術の高度化、設備の整備、
低コスト化等により更なる推進を図る。

 循環経済への移行も進めつつ、 2050年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼ
ロにする 。

2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略（2020年12月25日策定）抜粋

第204回国会における菅内閣総理大臣施政方針演説（2021年１月18日）抜粋
◆ 2035年までに、新車販売で電動車100%を実現いたします。 1



今後のプラスチック資源循環施策の全体像

 2021年1月28日に「今後のプラスチック資源循環施策のあり方について」が取りまとめられた。
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